Financial Budget of Lehmann (I) by 山上 達人 & Yamagami Tatsundo
レーマン「財務計画論」についての一考察（一） :
管理論的思考との関係
その他のタイトル Financial Budget of Lehmann (I)
著者 山上 達人
雑誌名 關西大學商學論集
巻 4
号 3
ページ 245-260
発行年 1959-08-30
URL http://hdl.handle.net/10112/00021763
245 
四 国 口 H 
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
経
営
計
画
（
予
算
統
制
）
論
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
先
駆
者
と
し
て
、
始
め
て
一
九
二
五
年
に
経
済
計
画
（
経
営
計
画
）
を
計
算
制
度
l
 
内
に
位
置
づ
け
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
t
d
M
.
R
・
レ
ー
マ
ン
の
経
営
計
画
的
思
考
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
・
拡
充
さ
れ
て
来
た
か
。
レ
ー
マ
ン
の
経
営
計
画
論
は
彼
の
経
営
経
済
学
、
原
価
計
算
論
、
経
営
統
計
論
等
の
偉
大
な
足
跡
の
背
後
に
お
し
や
ら
れ
て
余
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
経
営
計
画
論
な
か
ん
ず
く
財
務
計
画
は
原
価
計
算
と
財
務
計
算
を
結
節
す
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
2
 
媒
介
環
と
し
て
、
又
近
時
の
動
的
会
計
論
に
対
す
る
資
金
会
計
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
第
一
に
、
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
（
山
上
）
ー
管
理
論
的
思
考
と
の
関
係
I
六
九
レ
ー
マ
ン
の
代
表
的
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
経
営
計
画
的
思
考
な
か
ん
ず
く
財
務
計
画
論
の
展
開
を
跡
づ
け
る
経
営
計
画
は
計
算
制
度
内
の
ど
の
よ
う
な
領
域
を
代
表
し
他
の
計
算
制
度
と
如
何
な
る
相
互
関
係
に
あ
る
か
。
③
 
財
務
計
画
の
経
営
計
画
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
彼
の
三
勘
定
系
統
学
説
と
如
何
な
る
思
考
的
関
連
の
下
に
導
き
出
さ
れ
る
か
。
財
務
計
画
は
如
何
な
る
会
計
手
続
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
、
そ
れ
は
又
経
済
活
動
の
流
動
性
観
点
を
ど
の
よ
う
に
し
て
充
足
す
る
か
。
財
務
計
画
は
勘
定
組
織
と
如
何
な
る
関
係
の
下
に
設
定
さ
れ
、
又
経
営
管
理
の
ど
の
よ
う
な
方
式
を
代
表
す
る
か
。
レ
ー
マ
ン
山
上
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
達
人
246 
ー
計
算
形
式
に
よ
る
分
類
に
つ
い
て
1
計
算
制
度
内
に
お
け
る
財
務
計
画
の
地
位
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。
即
ち
簿
記
と
計
画
計
算
以
上
で
は
先
ず
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
の
紹
介
と
そ
の
特
徴
づ
け
を
通
じ
て
、
彼
の
経
営
理
論
体
系
に
お
け
る
財
務
計
画
の
占
め
る
第
二
に
、
本
稿
は
若
干
の
批
判
的
視
角
を
も
っ
て
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
管
理
会
計
的
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
—
ド
イ
ツ
経
営
学
に
個
有
の
管
理
論
的
色
彩
の
稀
薄
性
が
レ
ー
マ
ン
理
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
④
 
ら
わ
れ
て
い
る
か
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
補
完
す
べ
き
か
の
究
明
で
あ
る
。
①
M.R. L
e
h
m
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i
e
 industrielle 
K
a
l
k
u
l
a
t
i
Q
n
"
 1. 
Aufl. 1
9
2
5
 S
.
 5
0
f
f
.
山
辺
六
郎
訳
「
レ
ー
マ
ソ
原
価
計
算
」
（
高
陽
書
院
）
四
八
頁
以
下
。
古
川
栄
一
「
予
算
統
制
論
」
（
森
山
書
店
）
五
頁
参
照
。
図
拙
稿
「
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
」
（
木
村
和
一
ー
一
郎
編
「
ド
イ
ッ
原
価
理
論
」
所
収
ー
公
刊
予
定
）
参
照
。
尚
こ
れ
ら
二
稿
の
続
論
と
し
て
「
レ
ー
マ
ン
計
算
組
織
論
」
が
取
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
③
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〖
中
＇
祖
i
-
「
勘i士
8学
辛
巴
研
究
」
（
森
山
書
由
i
)四
四
0
頁
以
下
参
照
。
山
更
に
本
稿
は
以
上
二
つ
の
問
題
解
朋
を
通
じ
て
、
経
営
管
理
概
念
の
批
判
的
吟
味
に
対
す
る
―
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
計
算
制
度
は
そ
の
分
類
基
準
に
よ
っ
て
種
々
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
先
ず
計
算
制
度
の
基
礎
形
式
に
よ
る
分
類
が
問
題
と
な
る
。
l
②
 
一
爽
を
参
照
さ
れ
た
い
。
財
務
計
画
を
そ
の
中
核
部
分
に
も
っ
と
い
わ
れ
る
経
営
計
画
(11
計
画
計
算
・
経
済
計
画
・
予
算
計
算
）
ほ
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
ほ
、
時
間
に
関
係
す
る
事
前
計
算
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
自
明
の
こ
と
だ
が
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
計
算
③
 
形
式
か
ら
の
区
分
に
お
い
て
簿
記
・
計
画
原
価
計
算
と
の
相
異
に
つ
い
て
特
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
七
〇
2117 
う。
ー表 計算制度の基礎形式
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
I 事後計算
1. 取引関連計算
商人的計算
2. 時間関連計算
簿記
3． 対象関連計雰
事後原価計算
4. 多数の関係種類をもつ計算
統計
l[ 亭前計算
1. 取引関連計算
商人的計算
2. 時間関連計算
計画計算
3. 対象関連計雰
事前原価計算
4. 多数の関係種類をもつ計算
見積計雰
（
山
上
）
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
レ
ー
マ
ン
が
あ
げ
て
い
る
今
―
つ
の
区
味
に
お
い
て
レ
ー
マ
ン
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
二表 計算目的グループによる計算制度の区分
七
計算種類
1. 責任計算
a) 外部責任計尊
b) 内部責任計算
2. 調査及び観察計算
a) 外部調査観察計算
b) 内部調査観察計算
3. 管理計算
a) 外部管瑶計算
b) 内部管理計算
4． 補助計算
a) 準備計算
b) 統制計算
計算目的
1. 計算実務
2. 経営事象の間接的管理
3. 経営事象の直接的管蓮
4. 
a) 上位計算の準備
b) 上位計算の統制
う
な
思
考
の
出
発
点
は
彼
の
財
務
計
画
論
の
展
開
に
お
い
山
P
l
a
n
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
は
い
ず
れ
も
時
間
関
連
計
算
Neit,bezogene
R
e
c
h
n
u
n
g
e
n
 
U
属
す
る
が
時
間
的
観
点
か
ら
は
簿
記
は
事
後
計
算
、
計
画
計
算
は
事
前
計
算
領
域
を
代
表
し
、
又
計
画
原
固
価
計
算
P
l
a
n
k
o
s
t
e
n
r
e
c
h
n
u
n
g
も
同
じ
く
事
前
計
算
で
は
あ
る
が
そ
れ
は
対
象
関
連
計
算
領
域
O
b
j
e
k
t
s
,
b
e
z
o
g
e
n
e
 R
e
c
h
n
u
n
g
e
n
に
属
す
る
と
。
レ
ー
マ
ン
の
経
営
計
画
特
に
財
務
計
画
の
領
域
措
定
に
対
す
る
説
明
は
以
上
に
つ
き
る
。
即
ち
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
計
算
形
式
に
お
い
て
い
る
。
当
然
そ
の
特
徴
づ
け
は
形
式
的
と
な
り
、
こ
の
よ
て
終
始
一
貫
そ
の
形
式
性
を
貫
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
意
分
基
準
か
ら
の
計
算
制
度
の
分
類
を
み
て
み
よ
う
。
そ
れ
⑥
 
は
計
算
制
度
の
目
的
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
表
の
掲
示
に
よ
っ
て
説
明
に
代
え
よ
計
算
制
度
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
内
容
か
ら
の
接
近
即
ち
経
営
活
動
自
体
に
即
し
た
区
分
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
計
算
形
式
を
規
定
し
、
計
算
形
式
は
計
算
目
的
の
設
定
に
よ
っ
て
制
約
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
表
に
い
う
経
営
事
象
の
直
接
的
管
理
た
る
計
算
目
的
を
遂
行
す
る
管
理
計
算
L
e
n
k
u
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
e
n
ー
こ
れ
は
す
ぐ
れ
て
未
来
計
算
の
実
行
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三a表 産業経営経済の領域
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
三b表 産業取引過程の段階と場所
I―珊＝取引段階 1-8＝取引湯所 | 
I． 現金保有
調 1. 規制 (c)＝支出
lI． 信用請求ないし信用保証（仕入面）
2. 発注 (a)
達 ][．仕入
3. 提供 (b)＝供給， 3. 提供 (b)＝供給IV. 原価財の準備
い 4. 原価財の仕込あるいは搬入
し v. 製造ないし加工
加
工 5. 収益財の引渡
5. 収益財の引渡
VI. 収益財の準備
販 6. 提供 (b)＝引渡
VJ[. 売上
7. 受注 (a)
売 ¥li． 信用保証ないし信用請求（売上面）
8. 規制 (c)＝収入
I, 現金保有
a-b-c＝事件の普通の順序
七
2ム9
2
 
ー
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
日
（
山
上
）
七
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
が
ー
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
凡
ゆ
る
計
算
制
度
は
集
約
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
営
計
画
・
財
務
計
画
は
こ
の
管
理
計
算
の
中
心
部
分
を
形
成
す
る
と
わ
れ
わ
れ
は
み
た
い
。
し
か
し
て
財
務
計
画
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
計
算
形
式
に
重
要
性
を
お
い
た
た
め
、
こ
こ
で
は
明
確
に
そ
の
地
位
を
示
し
て
い
な
い
レ
ー
マ
ン
の
思
考
も
、
彼
の
行
論
か
ら
は
当
然
こ
の
よ
う
に
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
d
し
か
し
一
概
に
経
営
事
象
の
管
理
目
的
ー
管
理
計
算
と
い
っ
て
も
、
複
雑
多
様
化
せ
る
近
代
経
営
に
お
い
て
は
極
め
て
一
般
的
・
抽
象
的
で
あ
り
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
階
層
化
・
職
能
化
し
た
経
営
組
織
に
お
い
て
管
理
の
具
体
的
実
践
を
行
う
た
め
に
は
、
更
に
経
営
領
域
し
た
が
っ
て
計
算
領
域
の
細
分
が
必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
要
求
を
レ
ー
マ
ン
の
掲
⑧
 
げ
る
計
算
領
域
よ
り
す
る
計
算
制
度
の
区
分
1
即
ち
三
a
.
b表
で
み
た
し
て
み
よ
う
。
こ
の
計
算
領
域
区
分
は
レ
ー
マ
ン
の
経
営
経
済
観
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
H
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
（
本
来
的
な
製
造
）
に
対
し
て
製
造
計
算
あ
る
い
は
経
営
計
算
が
、
口
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
（
資
本
調
達
及
び
資
本
管
理
）
に
対
し
て
財
務
計
算
あ
る
い
は
企
業
計
算
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
計
算
は
三
a
表
の
よ
う
に
次
の
二
つ
の
対
立
関
係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
。
⑨
 
狭
義
の
経
営
計
算
|
|
広
義
の
財
務
計
算
（
外
円
）nu u
 
広
義
の
経
営
計
算
1
狭
義
の
財
務
計
算
（
内
円
）
経
営
活
動
（
取
引
過
程
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
・
場
所
に
照
応
し
て
計
算
領
域
が
区
分
さ
れ
、
計
算
捕
捉
と
管
理
機
能
を
果
す
の
で
あ
る
が
、
財
務
計
画
は
こ
れ
ら
の
内
、
狭
義
の
財
務
計
算
を
代
表
す
る
。
即
ち
そ
れ
は
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
全
体
の
経
営
経
済
に
関
係
す
る
計
算
制
度
領
域
で
あ
り
、
従
っ
て
経
営
全
体
の
管
理
計
算
領
域
で
あ
る
。
こ
の
レ
ー
マ
ン
の
計
算
領
域
区
分
の
も
つ
意
味
は
極
め
e
4
砂
u
 
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
区
分
に
従
っ
て
原
価
概
念
が
規
定
さ
れ
、
勘
定
組
織
が
編
成
さ
れ
、
又
管
理
領
域
が
権
限
づ
け
ら
250 
山
M
.
R
.
L
e
h
m
a
n
n
"
'^
I
n
d
u
s
t
r
i
e
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 4. 
Aufl. 
1951 
S. 3.
尚
経
営
経
済
統
計
に
は
広
狭
二
義
が
あ
る
。
広
義
の
統
計
ほ
簿
記
・
事
後
原
価
計
算
を
包
括
す
る
実
質
的
概
念
で
あ
り
、
狭
義
の
統
計
は
そ
れ
が
他
の
計
算
部
門
と
並
列
さ
れ
る
手
続
上
の
概
念
で
あ
る
。
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1953 
S. 
14ff.) 
図
「
計
算
制
度
は
計
算
制
度
諸
部
門
一
っ
―
つ
の
特
性
か
ら
簿
記
、
原
価
計
算
、
統
計
及
び
経
済
計
画
に
区
分
さ
れ
る
。
又
そ
れ
ら
の
も
の
の
組
職
~
上
の
同
種
性
O
r
g
a
n
i
s
a
t
o
r
i
s
c
h
e
s
Z
u
s
a
m
m
e
n
g
e
h
o
r
i
g
k
e
i
t
か
ら
内
部
計
算
（
経
営
計
算
）
と
外
部
計
算
（
商
人
的
計
算
）
に
区
分
さ
れ
る
。
商
人
的
経
済
計
画
は
収
益
性
の
見
積
に
導
く
収
益
及
び
費
用
計
画
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
収
支
の
見
積
で
あ
る
現
金
収
支
計
画
及
び
こ
れ
か
ら
生
ず
る
資
本
需
要
高
の
計
算
即
ち
財
務
計
画
と
支
払
態
様
の
分
析
か
ら
生
ず
る
信
用
計
画
に
分
類
さ
れ
る
。
経
営
経
済
計
画
は
上
述
の
部
分
経
済
計
画
ー
即
ち
収
益
及
び
費
用
の
種
類
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
の
経
済
計
画
な
い
し
総
合
経
営
に
属
す
る
個
々
の
分
課
に
つ
い
て
の
経
済
計
画
ー
の
外
に
総
合
収
益
及
び
費
用
の
計
画
を
含
む
」
。
(Derselbe:
"
D
i
e
 industrielle 
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 1. 
Aufl. 
SS.50-ー
64)
③
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 "
 Da
s
 g
e
d
a
n
k
l
i
i
c
h
e
 R
t
i
s
t
z
e
u
g
 f
o
r
 d
a
s
 s
a
c
h
g
e
m
a
'
9
e
 A
u
f
s
t
e
l
l
e
n
 v
o
n
 Finan,!:planen "
 D
i
e
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
,
 
prtifung. 7
.
 
Jg. 
1
9
5
4
 N
r
.
 
21, 
S. 
481. 
た
。
こ
れ
は
又
本
稿
の
第
二
の
問
題
設
定
で
も
あ
る
。
^
U
 
h"-
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
経
営
経
済
領
域
の
精
緻
な
る
区
分
は
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
の
特
徴
の
―
つ
で
も
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
区
分
に
従
っ
て
彼
の
取
引
概
念
•
財
産
概
念
及
び
取
引
時
間
概
念
等
が
導
き
出
さ
れ
る
か
ら
。
し
か
し
こ
こ
で
は
レ
ー
マ
ン
の
財
務
計
画
が
経
営
の
全
体
領
域
を
薇
い
d
e
c
k
e
n
、
管
理
す
る
機
能
を
も
っ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
け
だ
し
経
営
計
画
は
収
入
支
出
の
予
測
に
よ
る
流
動
性
観
点
に
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
ら
も
い
う
よ
う
に
、
責
任
計
画
V
e
r
a
n
t
w
o
r
t
u
n
g
s
p
l
a
n
と
G
 
h
"
1
 
し
て
職
能
領
域
（
生
産
グ
ル
ー
プ
）
ひ
い
て
責
任
ー
決
定
領
域
（
経
営
者
グ
ル
ー
プ
11
人
間
）
を
も
措
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
レ
ー
マ
ン
の
財
務
計
画
の
計
算
制
度
内
に
お
け
る
区
分
が
計
算
形
式
よ
り
す
る
す
ぐ
れ
て
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
時
間
関
連
的
事
前
計
算
領
域
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
み
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
尚
二
つ
の
彼
の
計
算
制
度
区
分
を
補
い
、
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
務
計
画
の
も
つ
管
理
機
能
及
び
管
理
領
域
を
明
確
化
し
そ
の
一
面
性
を
補
完
し
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
七
四
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レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
い
て
も
貫
徹
さ
れ
る
。
（
山
上
）
④
時
間
に
限
定
さ
れ
る
も
の
に
は
簿
記
決
算
の
成
果
計
算
・
勘
定
計
算
、
阪
売
計
画
、
費
用
及
び
収
益
予
算
、
支
払
計
画
等
。
時
点
に
関
係
す
る
も
の
に
ほ
貸
借
対
照
表
ー
資
本
需
要
計
算
及
び
資
本
調
達
計
画
が
あ
る
。
(
E
"
r
s
e
l
b
e
:
"
l
n
d
u
s
t
r
i
e
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 4. 
Aufl. 
S
S
.
 4
|
5
)
 
固
計
画
原
価
計
尊
は
広
義
に
は
事
前
原
価
計
算
と
並
ん
で
そ
れ
に
照
応
す
る
事
後
原
価
計
算
も
、
叉
c
ソ
ル
・
イ
ス
ト
比
較
た
る
事
前
・
事
後
原
価
計
算
の
結
果
の
比
較
を
も
含
む
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
:
"
D
a
s
 g
e
d
a
n
k
l
i
c
h
e
 Ri.istzeug 
flir・・・" 
S. 
481.) 
⑥
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 "
 ln
d
u
s
t
r
i
e
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 4. 
Aufl. 
S. 
12. 
m
「
管
理
計
算
は
手
続
的
に
は
な
か
ん
ず
く
事
前
計
算
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
。
(̂
â.a.0."
S. 
13.) 
⑧
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 "
 a.a.O.'̀
s. 7
,
 
8. 
⑨
こ
の
区
分
ほ
簿
記
基
準
B
u
c
h
h
a
l
t
u
n
g
s
r
i
c
h
 tlinien
の
コ
ソ
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
経
営
概
念
と
一
致
す
る
。
("a.a.O.
"
 S. 
9.) 
⑩
こ
の
区
分
は
L
S
~
〇
〔
調
弁
価
格
算
定
基
準
〕
の
経
営
に
必
要
な
資
本
概
念
に
も
と
づ
く
(
"
a
.
a
.
O
.
"
S. 
9.)
。
財
務
計
算
と
経
営
計
算
の
こ
の
二
様
の
区
分
の
場
合
、
特
に
仕
入
・
売
上
に
含
ま
れ
る
割
引
の
処
理
の
相
異
に
よ
っ
て
経
営
収
益
性
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
:
"
G
r
u
n
d
f
r
a
g
e
n
 u
n
d
 S
a
c
h
g
e
b
i
e
t
e
 d
e
r
 industriellen Betriebsstatistik" 
S.59.) 
u
l
l
D
e
r
s
e
l
b
e
:
'
^
l
n
d
u
s
t
r
i
e
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 4. 
Aufl. 
S. 
9. 
⑫
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 "
 a.a 0. "
 S
S
.
 4
0
|
3
.
原
価
概
念
と
計
算
領
域
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稲
参
照
。
⑬
D
e
r
s
e
l
b
e
:
'
a^.a.0. "
 ss. 2
8
0ー
330.
尚
本
稿
〔
四
〕
参
照
。
閥
例
え
ば
原
価
計
算
責
料
に
も
と
づ
く
管
理
（
原
価
管
理
）
と
財
務
諸
表
に
も
と
づ
く
予
算
統
制
（
利
益
管
理
）
と
の
区
別
や
、
工
場
監
督
者
層
（
下
級
経
営
者
層
）
と
経
営
中
級
監
督
者
層
と
の
管
理
責
任
領
域
の
明
確
化
の
場
合
、
重
要
な
指
針
を
提
供
す
る
。
本
稿
〔
四
〕
で
後
述
す
る
。
⑮
D
e
r
s
e
l
b
e
:
'ぶ
a.a.0.
"
 SS. 
3
2
9
|
3
3
0
.
 
財
務
計
画
と
収
入
支
出
計
算
三
勘
定
系
統
学
説
と
の
関
係
l
七
五
レ
ー
マ
ン
経
営
計
画
の
位
置
づ
け
の
特
徴
は
そ
の
形
式
性
に
あ
っ
た
。
形
式
的
観
点
は
経
営
計
画
の
分
類
ー
財
務
計
画
の
説
明
に
お
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四表
積極
積極財産勘定
設備財産
経営財産
消極資本勘定
資本要求権
資本修正項目
経過項目
消極財産勘定
経営負債
財産修正項目
稜極査本勘定
自己資本
距務負俵
経過項目
経
営
計
画
の
区
分
は
系
譜
的
に
は
彼
の
三
勘
定
系
統
学
説
に
由
来
し
現
在
に
お
い
て
も
尚
そ
の
理
論
的
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
レ
ー
マ
ン
の
三
勘
定
系
統
学
説
も
遠
く
一
九
二
五
年
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
三
勘
定
系
統
学
説
を
素
描
し
、
こ
れ
に
も
と
、
、
つ
い
せ
し
め
従
っ
て
次
の
三
個
の
勘
定
（
叉
は
計
算
）
系
統
の
認
識
を
提
唱
す
る
。
財
産
及
び
資
本
勘
定
又
は
財
産
及
び
資
本
計
算
ら
の
分
類
を
排
し
て
資
本
需
要
観
点
か
ら
出
発
す
る
。
経
営
の
資
本
需
要
ほ
設
備
資
本
（
具
体
的
形
態
1
1
設
備
財
産
）
に
対
す
る
需
要
と
、
経
営
（
取
引
）
資
本
（
具
体
的
形
態
1
1
経
営
財
産
又
は
取
引
財
産
）
に
対
す
る
需
要
か
ら
な
る
。
そ
し
て
彼
に
よ
れ
ば
後
者
は
費
用
財
貨
価
値
と
こ
れ
ら
が
資
本
の
準
備
の
た
め
に
必
要
と
す
る
時
間
と
の
量
的
函
数
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
資
本
の
準
備
時
間
は
積
極
と
消
極
に
区
別
さ
れ
る
。
従
っ
て
経
営
財
産
は
稽
極
的
経
営
財
産
と
消
極
的
経
営
財
産
（
経
営
負
債
）
に
分
類
さ
れ
る
。
叉
資
本
勘
定
は
、
積
極
資
本
勘
定
ー
ー
自
己
資
本
勘
定
及
び
財
務
負
債
（
固
定
負
債
）
勘
定
ー
と
、
消
極
資
本
勘
定
l
資
本
要
求
権
勘
定
（
未
払
込
資
本
金
勘
定
）
及
び
資
本
修
正
勘
定
（
社
債
割
引
・
引
出
金
勘
定
等
）
ー
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
今
、
そ
の
他
の
財
産
修
正
勘
定
貸借対照表
消極
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
に
つ
い
て
、
レ
ー
マ
ン
は
旧
来
の
貸
借
対
照
上
の
積
極
・
消
極
の
区
別
か
3
費
用
及
び
収
益
勘
定
叉
は
費
用
及
び
収
益
計
算
2
収
入
及
び
支
出
勘
定
又
は
収
入
及
び
支
出
計
算
ー
従
来
の
ヒ
ュ
ー
グ
リ
、
ワ
ル
プ
等
の
二
勘
定
説
の
批
判
の
上
に
立
っ
て
、
て
如
何
に
経
営
計
画
が
分
類
さ
れ
る
か
を
み
て
み
た
い
。
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
レ
ー
マ
ン
は
簿
記
に
お
い
て
収
入
及
び
支
出
計
算
を
独
立
七
六
253 
五表 (b) 
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
日
[
ua) 
(d) (8) 
(C) 
(f) 
（
山
上
）
い
わ
ゆ
る
成
果
勘
定
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
七
七
る
。
叉
費
用
収
益
は
能
動
的
経
営
原
則
の
発
現
の
結
果
と
し
て
、
即
ち
の
資
金
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
産
・
資
本
計
算
と
結
合
す
そ
し
て
期
末
に
お
い
て
再
び
期
末
貸
借
対
照
表
（
資
本
計
算
）
に
残
部
本
計
算
|
|
開
始
貸
借
対
照
表
の
一
部
の
資
金
ー
か
ら
分
離
し
て
期
（
系
統
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
収
入
支
出
計
算
は
期
首
に
お
い
て
財
産
資
の
発
現
で
あ
る
。
収
入
支
出
勘
定
は
財
産
・
資
本
勘
定
か
ら
支
払
手
段
結
合
計
算
で
あ
る
と
。
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
経
営
原
則
に
は
能
動
的
経
す
る
と
、
（
減
価
償
却
引
当
金
・
貸
倒
引
当
金
勘
定
等
）
及
び
経
過
項
目
を
考
慮
②
 
レ
ー
マ
ン
の
貸
借
対
照
表
の
内
容
は
四
表
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
て
こ
の
貸
借
対
照
表
は
収
入
支
出
計
算
と
費
用
収
益
計
算
と
の
営
原
則
と
受
動
的
経
営
原
則
が
あ
る
。
収
入
及
び
支
出
は
能
動
的
経
営
原
則
の
発
現
（
衝
動
）
で
あ
り
、
財
産
及
び
資
本
は
受
動
的
経
営
原
則
に
関
す
る
勘
定
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
独
立
の
計
算
間
中
独
立
の
存
在
を
続
け
、
支
払
手
段
資
金
の
計
算
的
管
理
を
行
う
。
こ
れ
ら
三
個
の
勘
定
系
統
内
及
び
そ
れ
ら
相
互
間
で
行
わ
れ
る
記
帳
③
 
関
係
を
示
す
と
五
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
九
つ
の
取
引
類
型
254 
3
収
入
支
出
予
算
あ
る
い
は
財
務
計
画
（
簿
記
の
収
入
支
出
計
算
に
照
応
）
2
 
ー n
u
n
g
e
n
が
区
別
さ
れ
る
。
即
ち
、
が
抽
出
さ
れ
る
。
右
の
三
勘
定
系
統
学
説
に
支
え
ら
れ
て
、
④
 
る
の
で
あ
る
。
即
ち
前
述
の
簿
記
と
経
営
計
画
(11
計
画
計
算
）
の
一
定
の
照
応
関
係
か
ら
出
発
し
て
両
計
算
部
門
が
対
応
さ
せ
ら
れ
レ
ー
マ
ソ
は
商
人
的
収
入
支
出
計
算
か
ら
財
務
計
画
を
次
の
よ
う
に
導
き
出
し
特
徴
づ
け
る
。
簿
記
の
基
本
的
性
格
は
そ
の
決
算
計
算
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
類
似
の
方
法
で
経
営
計
画
に
お
い
て
も
、
内
部
的
本
質
上
、
簿
記
決
算
計
算
に
照
応
す
る
総
括
的
計
算
通
常
の
二
つ
の
計
算
！
貸
借
対
照
表
計
算
及
び
損
益
計
算
以
外
に
更
に
第
三
の
決
算
計
算
ー
商
人
的
収
入
支
出
計
算
を
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
前
二
者
と
同
等
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
計
算
は
流
動
性
を
判
断
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
。
従
っ
て
簿
記
決
算
は
完
全
な
形
式
に
お
い
て
は
次
の
区
分
計
算
を
包
括
す
る
こ
と
と
な
る
。
成
果
計
算
（
損
益
計
算
）
貸
借
対
照
表
（
商
人
的
）
収
入
支
出
計
算
Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
e
n
d
e
 R
e
c
h
u
n
g
e
n
 
故
に
経
営
計
画
計
算
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
方
法
で
次
の
三
つ
の
総
括
的
部
分
計
算
費
用
収
益
予
算
（
成
果
計
算
に
照
応
）
手
許
資
本
の
充
足
の
確
定
及
び
資
本
需
要
計
算
（
貸
借
対
照
表
に
照
応
）
Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
e
n
d
e
 
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
実
務
上
は
簿
記
に
お
い
て
は
山
ー
③
の
順
に
意
義
を
も
っ
と
さ
れ
、
逆
に
経
営
計
画
に
お
い
て
は
財
務
計
画
が
3
 
2
 
ー
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
Teilrech-
が
存
在
す
る
。
即
ち
簿
記
決
算
計
算
に
お
い
て
は
七
八
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レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
を
立
体
的
・
有
機
的
に
構
成
し
て
は
い
ず
、
す
る
が
、
（
山
上
）
そ
の
出
発
点
は
あ
く
ま
で
も
収
支
計
算
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
固
最
も
重
要
で
あ
り
、
他
の
二
つ
の
部
分
計
算
は
「
財
務
計
画
の
補
助
手
段
あ
る
い
は
仲
介
計
算
N
u
b
r
i
n
g
s
r
e
c
h
n
u
n
g
e
n
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
収
入
支
出
計
算
の
独
立
ー
こ
れ
が
レ
ー
マ
ン
勘
定
理
論
の
特
徴
で
あ
る
。
七
九
そ
う
で
な
け
れ
ば
動
態
論
は
成
立
し
な
い
。
レ
ー
マ
ン
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
収
入
支
出
計
算
は
経
営
の
積
極
的
活
動
を
捕
捉
す
る
も
の
と
し
て
期
間
中
に
貸
借
対
照
表
か
ら
派
生
し
、
再
び
貸
借
対
照
表
計
算
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
他
の
二
勘
定
の
補
足
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
期
間
中
の
支
払
手
段
の
計
算
管
理
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
し
か
も
収
入
支
出
勘
定
は
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
ほ
他
の
二
勘
定
と
等
価
値
の
勘
定
系
統
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
現
代
に
お
け
る
代
表
的
な
会
計
理
論
に
お
い
て
は
、
収
支
計
算
は
そ
の
出
発
点
で
あ
り
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
動
的
会
計
理
論
の
完
成
者
で
あ
る
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
お
い
て
は
、
収
支
計
算
が
唯
一
の
計
算
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
に
あ
っ
て
は
「
収
入
支
出
計
算
と
い
ぅ
―
つ
の
計
算
が
期
末
ー
締
切
計
算
に
お
い
て
二
つ
の
利
潤
計
算
l
そ
の
一
は
収
益
費
用
計
算
（
損
益
計
算
書
）
と
い
う
本
来
的
利
潤
計
算
で
あ
り
、
そ
の
二
は
貸
借
対
照
表
と
い
う
非
本
来
的
利
潤
計
算
1
1
貸
借
対
照
表
的
利
潤
計
算
で
あ
る
ー
と
し
て
分
離
・
ニ
元
⑥
 
化
す
る
の
で
あ
る
」
。
即
ち
、
期
間
損
益
計
算
の
要
請
に
応
じ
て
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
負
債
を
経
過
的
な
未
解
消
項
目
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
計
の
究
極
目
的
た
る
損
益
の
把
握
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
全
体
損
益
が
収
入
支
出
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
が
期
間
計
算
の
導
入
の
た
め
、
期
間
損
益
と
収
入
支
出
と
の
対
応
関
係
に
期
間
的
ズ
レ
が
生
ず
る
こ
と
に
基
因
の
思
考
も
又
「
収
入
支
出
が
能
動
的
経
営
原
則
の
発
現
で
あ
り
期
間
中
唯
一
の
独
立
運
動
を
行
う
」
と
い
う
限
り
、
結
局
は
収
入
支
出
計
算
を
出
発
点
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
レ
ー
マ
ン
理
論
は
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
説
く
よ
う
に
＿
―
-
勘
定
（
計
算
）
系
統
又
か
の
。
＾
ガ
ト
リ
ッ
シ
ェ
・
ビ
ラ
ン
ツ
レ
ー
レ
の
如
く
収
支
計
算
に
徹
底
も
し
て
い
な
256 
3
 
2
発
注
1
支
出
い
。
レ
ー
マ
ン
の
三
勘
定
系
統
理
論
は
そ
の
分
類
あ
る
い
は
取
引
類
型
の
抽
出
に
お
い
て
も
、
終
始
形
式
性
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。
こ
⑧
 
の
こ
と
は
又
こ
れ
ら
三
勘
定
計
算
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
成
果
を
計
算
し
う
る
と
い
う
彼
の
三
重
の
成
果
計
算
論
に
も
み
ら
れ
る
。
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
流
動
性
観
点
が
絶
え
ず
前
面
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
財
産
の
分
類
に
お
い
て
資
本
需
要
の
立
場
を
高
揚
し
、
資
本
準
備
時
間
を
そ
の
基
準
と
し
て
い
る
点
に
も
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
又
経
営
計
画
に
お
い
て
損
益
予
算
に
先
ん
じ
て
収
支
予
算
I
財
務
計
画
に
重
要
性
を
与
え
る
所
以
と
も
な
る
。
し
か
し
前
節
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
み
た
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
流
動
的
観
点
に
立
つ
財
務
計
画
も
資
金
管
理
と
い
う
管
理
目
的
に
直
結
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
流
動
性
は
次
節
で
み
る
よ
う
に
経
済
性
の
補
完
概
念
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
レ
ー
マ
ン
の
特
徴
で
あ
る
経
営
領
域
の
区
分
が
、
取
引
•
取
引
時
間
及
び
財
産
概
念
の
把
握
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
、
究
極
的
に
経
営
事
象
の
管
理
領
域
と
如
何
に
結
節
し
て
い
く
か
を
み
た
い
。
ol 
⑨
 
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
資
本
需
要
は
取
引
量
あ
る
い
は
生
産
範
囲
と
、
取
引
時
間
あ
る
い
は
生
産
過
程
遂
行
期
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
滴
丹
覗
瀬
I
I
M弾
5
1
X
 J
I
X
5
一乖
H-
取
引
は
物
財
の
運
動
あ
る
い
は
物
財
変
化
の
す
べ
て
の
種
類
と
し
て
、
財
産
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
過
程
が
遂
行
さ
れ
る
価
値
の
全
体
＂̂“ Hu 
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
「
取
引
は
運
動
し
て
い
る
財
産
で
あ
り
、
財
産
は
休
止
し
て
い
る
取
引
で
あ
る
」
と
。
取
引
（
生
産
取
引
と
t
 
u
 
財
務
取
引
）
の
う
ち
生
産
取
引
は
取
引
過
程
の
場
所
（
六
表
参
照
）
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。
原
価
財
の
受
入
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
八
〇
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六表 取引過程としての経営活動
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
七表 取引過程の段階による財産の区分
積極 消柩
八
積極財産
現金保有高(I)＝現金・銀行勘定等
＝収入（8),未支出(1)
給付請求(JI)＝仕入内金
＝支出(1)，原価財未受入(3)
支払睛求(¥I[)＝売掛金
＝収益財発送(6)．未収入(8)
未決算仕入取引からの給付請求(][)
＝発注(2)．原価財未受入(3)
未決算売上取引からの支払請求(Vil)
＝受注(7)，収益財未発送(6)
設備(lV)＝土地，建物，機械等
＝原価財受入(3)，原価財未搬入(4)
材料在高(lV)＝原材料，補助材料．
経営材料
＝原価財受入（3), 原価財未搬入(4)
中間財在高(V)＝半製品
＝原価財搬入(4)．未引渡(5)
製品在高(V1)＝工場製品
＝引渡(5)，未発送(6)
消栃財産
現金負債(I)＝銀行借越
＝支出(1)，未収入(8)
支払義務(JI)＝買掛金
＝原価財受入(3)，未支出(1)
給付義務(¥II)＝売上内金
＝収入（8),収益財末発送(6)
未決算仕入取引からの支払義務(][)
＝発注(2)，原価財未受入(3)
未決算売上取引からの給付義務Cvn)
＝受注(7)，収益財未発送(6)
原価引当金(IV)＝例えば延期された修繕
＝原価財搬入(4)；未受入(3)，ないし未支出(1)
収益引当金(VI)＝例えば保証給付から
＝収益財発送(6)，ないし収入（1);未引渡(5)
資本
積極•消極財産部分の代数和
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W[ 
売
上
の
提
供
期
間
VI
収
益
財
の
回
転
時
間
（
製
品
貯
蔵
期
間
）
＞
製
造
な
い
し
加
工
過
程
の
期
間
w ][ Il ー
製
造
過
程
へ
の
原
価
財
の
搬
入
収
益
財
の
発
送
d
 
"u 
又
財
産
（
経
営
の
総
財
産
）
は
取
引
過
程
の
段
階
に
従
っ
て
、
七
表
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。
即
ち
、
取
引
段
階
I
I
I
珊
に
照
応
す
る
財
産
構
成
部
分
は
経
営
生
産
過
程
領
域
及
び
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
の
領
域
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
取
引
段
階
皿
＂
に
照
応
す
る
財
産
構
成
部
分
は
代
数
和
が
零
で
あ
る
貸
借
対
照
表
の
経
過
項
目
で
あ
り
、
又
取
引
段
階
W
V
V
I
に
照
応
す
る
そ
れ
は
特
殊
な
生
産
経
済
的
財
産
構
成
部
分
で
あ
る
と
。
取
引
時
間
は
取
引
に
要
す
る
時
間
で
あ
り
、
次
の
八
種
が
区
別
さ
れ
る
。
即
ち
、
支
払
手
段
の
回
転
時
間
（
積
極
及
び
消
極
）
仕
入
の
信
用
期
間
（
積
極
及
び
消
極
）
仕
入
の
提
供
期
間
原
価
財
の
回
転
時
間
（
設
備
耐
用
年
数
・
材
料
貯
蔵
期
間
）
8
 
収
入
7
受
注
6
 
5
製
造
過
程
か
ら
の
収
益
財
の
引
渡
4
 
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
日
（
山
上
）
八
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レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
八
資
本
需
要
量
の
算
定
・
確
認
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
財
務
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
領
域
に
細
分
さ
れ
、
各
取
引
過
程
に
お
け
る
流
動
性
判
断
の
資
料
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
又
前
節
で
み
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
領
域
区
分
に
よ
っ
て
経
営
部
門
管
理
に
Sl 
"u 
も
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
経
済
性
の
測
定
に
も
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
よ
り
以
上
の
叙
述
を
次
節
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
節
で
は
レ
ー
マ
ン
の
財
務
計
画
が
三
勘
定
系
統
学
説
か
ら
如
何
に
流
れ
て
来
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
第
一
に
形
式
性
に
お
い
て
、
第
二
に
流
動
性
観
点
に
お
い
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
山
M
.
R
.
L
e
h
m
翌
n"
＾^L
a
u
f
e
n
d
e
Liquiditlitskontrolle 
d
u
r
c
h
 s
y
s
t
e
m
a
t
i
s
c
h
e
 E
i
n
n
a
h
m
e
n
,
u
n
d
 A
u
s
g
a
b
e
n
r
e
c
h
n
u
n
g
e
n
"
 
Z
f
B
.
 2
0
.
 
Jg. 
S. 
724; 
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 
"
D
i
e
 Q
u
i
n
t
e
s
s
e
n
z
 d
e
r
 Bilanztheoriè
Z̀fB. 
25. 
Jg. 
S. 
547.,$照。
図
D
e
r
s
e
l
b
e
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.
D^
r
e
i
k
o
n
t
e
n
r
e
j
h
e
n
t
h
e
o
r
i
e
"
 S. 
347. 
③
Derselbe: 
"a.a.O. "
 S. 
354. 
④
D
e
r
s
e
l
b
e
:
'
D^
a
s
 g
e
d
a
n
k
l
i
c
h
e
 RiistZE”ug 
fiir…
"s. 482. 
固
D
e
r
s
e
l
b
e
:
"a.a.O." S
•
お
2
.
矧
詳
細
に
つ
い
て
は
、
E.
S
c
h
m
a
l
e
n
b
a
c
h
"
"
D
y
n
a
m
i
s
c
h
e
 Bilanz "
 1. Aufl. 1
9
5
3
 
S. 4
2
f
f
.
及
び
谷
端
長
「
動
的
会
計
論
の
構
造
」
（
森
山
書
店
）
例
え
ば
七
七
頁
参
照
。
切
例
え
ば
E
•
K
o
s
i
o
l
:
'
^
B
e
t
r
i
e
b
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
G
e
s
c
h
t
s
p
u
n
k
t
e
 z
u
m
 Bilanzst
uerrecht "
 ZfB. 2
2
.
 
Jg. 1
9
5
2
 SS. 2
6
8
-
9
.
 
（
尚
、
谷
端
長
「
前
掲
書
」
一
五
一
＝
頁
以
下
）
参
照
。
⑧
M
.
R
.
 L
e
h
m
a
n
n
"
"
 D
r
e
i
k
o
n
t
e
n
r
e
i
h
e
n
t
h
e
g
i
e
"
 SS.
器
中
ふ
ぷ
0
.
⑨
「
経
済
生
活
の
究
極
的
な
決
定
力
は
消
費
力
即
ち
人
間
の
需
要
で
あ
り
、
従
っ
て
経
営
経
済
取
引
は
こ
の
消
費
力
の
作
用
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
を
充
足
さ
す
た
め
に
三
つ
の
生
産
力
が
あ
る
。
即
ち
人
間
労
働
カ
・
経
営
手
段
及
び
資
本
で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
は
経
済
生
活
の
期
待
力
W
a
r
t
e
k
r
a
f
t
と
し
て
表
現
さ
れ
る
」
。
(
D
e
r
s
e
l
b
e
"
"
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
Betriebswirtschaftslehre "
 3.
 
Aufl. 1
9
5
6
 
SS. 1
0
4
 
|
9
)
 
A
 
ー
珊
売
上
の
信
用
期
間
（
積
極
及
び
消
椰
）
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八表 経営経済論の方向づけられない基礎概念
物財概念 価値概念 時間概念
I．労働力
静態概念
n．経営手段（手持品） ][．財産
IV．資本（数監的大きさ） v．資本（価値量）
VI．価格（＝特殊価値）
頂；取引盈 田．取引価値
動態概念 立．利用時間
x取引時間
ー
未
完
—
UOl
レ
ー
マ
ン
は
特
殊
な
経
済
的
量
概
念
即
ち
経
済
要
素
概
念
と
し
て
、
物
財
・
価
値
及
び
時
間
概
念
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
は
経
営
経
済
論
の
方
向
づ
け
ら
れ
な
い
基
礎
概
念
D
i
e
u
n
g
e
r
i
c
h
t
e
t
e
n
 G
r
u
n
d
b
e
g
r
i
f
f
e
 d
e
r
 
Betriebswirtschaftslehre
で
あ
る
と
い
っ
て
、
八
表
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。
(
D
e
r
器
lbe:
-̂
a.a.O.̀
s`. 
9
4
)
 
皿
D
e
r
s
e
l
b
e
:
"a.a.O.
'`s. 9
8
.
 
⑫
D
e
r
s
e
l
b
e
:
'
a^.a.O. "
 S.
 6
3
.
 
⑬
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 
"
 a.a.O. "
 S.
 
99・ 
淀
蹄
．
坪
g
一
乖
蚕
｀
⑲
こ
れ
ら
一
―
―
つ
の
概
念
は
次
の
数
学
的
関
係
を
も
つ
。
翌
蹄
I
埒
8
-
X
要
3
一
堀
蚕
こ
芦
9-11
塁
曼
』
上
寧
(̂
'a.a.O.
"
 S.
 
1
0
1
.
)
。
⑮
レ
ー
マ
ン
の
経
済
性
思
考
及
び
そ
の
測
定
の
紹
介
並
び
に
批
判
に
つ
い
て
は
、
次
稿
参
照
。
拙
稿
「
レ
ー
マ
ソ
価
値
創
造
計
算
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
関
西
大
学
商
学
論
集
一
一
一
巻
二
号
所
収
）
拙
稿
「
経
営
経
済
性
の
測
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
関
西
大
学
商
学
論
集
三
巻
四
号
所
収
）
拙
稿
「
レ
ー
マ
ソ
生
産
性
会
計
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
木
村
和
一
―
一
郎
編
「
生
産
性
会
計
」
所
収
ー
近
刊
予
定
）
拙
稿
「
レ
ー
マ
ン
経
済
性
•
生
産
性
及
び
収
益
性
」
（
木
村
和
1一
一
郎
編
「
生
産
性
会
計
」
所
収
ー
近
刊
予
定
）
レ
ー
マ
ソ
財
務
計
画
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
H
（
山
上
）
八
四
